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富
長
小
学
校
の
教
育
目
標
は

　
深
く
考
え
、

　
進
ん
で
学
習
す
る
子
ど
も
…
（
技
）

　
協
力
し
合
い
、

　
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
…
（
心
）

　
心
身
と
も
に
健
康
で
、

　
た
く
ま
し
い
子
ど
も
…
（
体
）

で
す
。

　
明
る
く
素
直
で
、
粘
り
強
く
、
学
習

し
た
り
、
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
富
長
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
顔

と
と
も
に
富
長
小
学
校
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

富田小学校　　　　
明治 　　8年 3月

16年 5月
16年11月
20年 4月
25年 4月
27年 4月
34年 4月

大正 　　8年 9月
昭和 　 16月 4月

22年 4月
30年 4月

長者原小学校　　　
明治 　　9年 2月

20年 4月
25年 4月
　27年 4月
　34年 4月

大正 　　8年 4月
昭和　　４年 8月

16年４月
22年４月
30年４月

富長小学校　　　　
昭和33年 4月 1日

12月 1日
34年 5月21日

12月22日
48年 7年18日
50年 9月 　
53年 8月10日
57年 7月
60年 9月16日

平成 2年11月23日
3年 3月15日

5月31日
7月20日
12月12日

5年10月31日
7年 7月12日
11月20日

8年 6月21日
12月 9日

16年10月1日～2日
18年10月5日～6日
20年10月26日

郷倉にて開校
富田村林昌院借家
村内中央に和風の校舎新築
富田簡易小学校と改称
長者原学校を廃し、富田尋常小学校と改称し，合併
長者原に分校を配置
長者原尋常小学校として、独立・許可・分離
校舎改築、舟形南部尋常小学校と改称
舟形南部国民学校と改称
舟形村立南部小学校と改称
舟形町立富田小学校と改称

長者原12番地、小国政吉宅借家開校
長者原簡易小学校と改称
富田尋常小学校に合併
富田小学校長者原分校となる
長者原尋常小学校として独立
舟形西部尋常小学校と改称
校舎落成
舟形西部国民学校と改称
舟形村立西部小学校と改称
舟形町立長者原小学校となる

新学校統合創立
新校舎へ移転
新築落成式
完全給食実施
学校プール完成
学校創立百年祭
学区民の援助によって相撲場が完成
東京都港区立飯倉小学校と夏期・冬期交歓会を開始
グラウンド拡張工事竣工式・祝賀会・秋季大運動会
現校舎を偲ぶ会
新校舎完成
体育館完成
改築落成式及び祝賀会
文部省補助事業「ふれあい小径」「観察池」等の竣工
創立35周年記念式典（式典・文化祭･収穫感謝祭）
ＰＴＡ県教育委員会表彰
ＰＴＡ文部大臣表彰
新相撲場落成式
校門融雪道路完成
飯倉小学校閉校後、新しいスタイルでの東京交流会
東京交流学習（三光小学校との交流開始）
富長小学校創立50周年記念式典・祝賀会挙行

～富長小学校の軌跡～～富長小学校の軌跡～

　清
流
小
国
川
が
流
れ
る
富
長
地
区
。
目
の
前
に
広
が
る
豊
か
な
水
田
。

こ
の
地
区
で
昭
和
33
年
に
統
合
し
て
か
ら
55
年
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
見
守
っ
て
き
た
富
長
小
学
校
が
、
今
年
度
、
長
い
歴
史
に
終
止
符
を

打
ち
ま
す
。

　平
成
25
年
度
統
合
小
学
校
「
舟
形
小
学
校
」
開
校
に
あ
た
り
、
4
つ
の

小
学
校
が
幕
を
閉
じ
ま
す
。
特
集
「
あ
り
が
と
う
、
小
学
校
」
。
第
3
回

は
富
長
小
学
校
で
す
。

　清
流
小
国
川
が
流
れ
る
富
長
地
区
。
目
の
前
に
広
が
る
豊
か
な
水
田
。

こ
の
地
区
で
昭
和
33
年
に
統
合
し
て
か
ら
55
年
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
見
守
っ
て
き
た
富
長
小
学
校
が
、
今
年
度
、
長
い
歴
史
に
終
止
符
を

打
ち
ま
す
。

　平
成
25
年
度
統
合
小
学
校
「
舟
形
小
学
校
」
開
校
に
あ
た
り
、
4
つ
の

小
学
校
が
幕
を
閉
じ
ま
す
。
特
集
「
あ
り
が
と
う
、
小
学
校
」
。
第
3
回

は
富
長
小
学
校
で
す
。

■特集／ありがとう、小学校■特集／ありがとう、小学校

あ
り
が
と
う
、
富
長
小
学
校
。

あ
り
が
と
う
、
富
長
小
学
校
。

〜
特
集
〜

　あ
り
が
と
う
、
小
学
校

〜
特
集
〜

　あ
り
が
と
う
、
小
学
校

明治９年
３０人
２０人

富田小学校
長者原小学校

富長小学校
昭和43年
１８８人

昭和53年
８９人

平成10年
１０３人

平成24年
６０人

昭和33年
３４４人

大正５年
９８人
１２０人

昭和10年
１５４人
１３０人

昭和30年
１２５人
１６９人

～　児童数の推移　～

　校章にある稲穂は、富田・長者原・福寿野の豊かな水田から生産される
稲穂をかたちどり、その中心に富長の校名を配している。

富
長
小
学
校
校
歌

作 

詞

　芳
賀
秀
次
郎

作 

曲

　石
井

　中
吉

一
、
杉
森
青
く

　め
ぐ
ら
し
て

　
　山
ゆ
り
に
お
う

　丘
の
上

　
　
　
　あ
あ

　こ
こ
に      

　
　
　
　未
来
を

　の
ぞ
む

　
　
　
　若
い

　ひ
と
み

　
　月
山
高
い

　峰
の
よ
う
に

　
　雄
々
し
い
心
と
も
に
み
が
こ
う

二
、
稲
ほ
を

　わ
た
る

　風
清
く

　
　河
瀬
の
ひ
び
く

　丘
の
上

　
　
　
　あ
あ

　こ
こ
に

　
　
　
　歴
史
を

　築
く

　
　
　
　若
い

　ち
か
ら

　
　岸
辺
の
白
い

　す
す
き
の
よ
う
に

　
　明
る
い
心

　と
も
に
み
が
こ
う

旧富長小校舎

昭和46年教室での様子

昭和50年百年祭での
合奏演奏

平成8年飯倉小との東京交流

平成24年最後の相撲
大会富長場所

昭和58年三角点登山

昭和47年2月17日無積雪記録

昭和38年サマースク
ール川遊び

平成20年創立50周年記念式典

平成20年現在の校舎

旧富長小校舎

昭和46年教室での様子

昭和50年百年祭での
合奏演奏

平成8年飯倉小との東京交流

平成24年最後の相撲
大会富長場所

昭和58年三角点登山

昭和47年2月17日無積雪記録

昭和38年サマースク
ール川遊び

平成20年創立50周年記念式典

平成20年現在の校舎

～校章の心～
（制定：昭和33年12月１日）



｜広報ふながた 24.115 広報ふながた 24.11｜4

齊籐　弘一 さん
（富田第１）

伊藤　理恵 さん
（福寿野）

武田　栞奈 さん
（馬　形）

　
本
校
の
歴
史
は
、
昭
和
33
年
に
富
田
小
学
校
と
長

者
原
小
学
校
が
統
合
し
、
富
長
小
学
校
と
な
っ
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
平
成
２
年
度
に
は
現
在
の
校
舎

が
完
成
し
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
支
え
ら
れ
、
55

年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
55
年
の
歴
史

の
中
、
本
校
の
伝
統
文
化
で
あ
る
富
長
若
鮎
太
鼓
、

そ
し
て
幟
の
立
つ
相
撲
大
会
な
ど
、
地
域
と
の
か
か

わ
り
を
通
し
て
創
り
上
げ
ら
れ
、
他
校
に
誇
れ
る
よ

う
な
学
校
文
化
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
閉
校
に
向
け
て
の
テ
ー
マ
は
、
「
希
望
と
喜
び
を

つ
な
ぐ
学
校
　
あ
り
が
と
う
富
長
小
学
校
」
で
す
。

地
域
の
方
々
を
交
え
て
組
織
さ
れ
た
閉
校
実
行
委
員

会
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
心
に
残
る
閉
校
記
念
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
記
念
事
業
に
は
、
本
校
の
先
輩
で
あ

る
奥
山
義
行
さ
ん
や
琴
福
寿
秀
太
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を
育
む
か
か
わ
り
を
創
り

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
希
望
と
喜
び
を
新
舟
形
小
学
校
に

つ
な
ぎ
、
大
き
な
夢
や
希
望
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
「
か
か
わ
り
と
挑
戦
」
を
大
切
に
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
の
心
を
一

つ
に
、
閉
校
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
…
。

　
ぼ
く
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
の
中
で
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
富
長
小
学
校
最
後
の
文
化
祭
で
す
。

伝
統
の
富
長
若
鮎
太
鼓
か
ら
始
ま
っ
て
、
最
後

の
劇
も
最
高
の
も
の
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
や
地
域
の
方
と
一
緒

の
餅
会
食
も
心
に
残
る
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
三
角
点
登
山
で
す
。
今
年
は
閉

校
の
年
な
の
で
、
５
月
の
縦
割
り
班
で
の
登
山

の
ほ
か
に
、
７
月
に
も
思
い
出
作
り
の
登
山
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
が
た
く
さ
ん
集
ま

っ
て
く
だ
さ
り
、
交
流
が
で
き
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
思

い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
で
、
ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
閉
校
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
ぼ
く
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
富
長
小

学
校
で
学
ん
だ
数
多
く
の
こ
と
を
、こ
れ
か
ら
の

生
活
の
中
で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
し
い
学
校
で
も
友
達
と
か
か
わ

り
な
が
ら
、
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

一
人
ひ
と
り
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
ぼ
り

■特集／ありがとう、小学校■特集／ありがとう、小学校

希
望
と
喜
び
を
つ
な
ぐ
学
校

〜
先
生
の
想
い
〜

〜
児
童
の
想
い
〜

〜
先
生
の
想
い
〜

〜
地
域
の
想
い
〜

〜
地
域
の
想
い
〜

〜
児
童
の
想
い
〜

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

第16代富長小学校校長

姉﨑 秀悦さん
富長小学校６年

富樫  太洋くん（福寿野）

　
昭
和
33
年
に

富
田
と
長
者
原

の
小
学
校
が
統

合
し
、
富
長
小

学
校
が
誕
生
し

ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
55
年
の
月
日
が
流
れ
、
児
童
は
７
分
の

１
ま
で
減
り
、
た
い
へ
ん
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
人
々
の
暮
ら
し
や
生
活
環
境
は
55
年
の
間

に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
校
歌
に
歌
わ

れ
て
い
る
富
長
小
学
校
か
ら
見
え
る
景
色
は

当
時
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
富
長
小
学
校

が
閉
校
に
な
っ
て
も
、
み
ん
な
の
心
の
中
に

は
永
遠
に
残
っ
て
い
き
ま
す
。
思
い
出
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
55
年
と
い
う

歴
史
を
今
日
ま

で
築
い
て
き
た

富
長
小
学
校
が

閉
校
を
迎
え
ま

す
。
地
域
か
ら

学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
本
当
に
寂
し
い
こ

と
で
す
。

　
平
成
19
年
、
娘
が
富
長
小
学
校
へ
入
学
し

て
初
め
て
P
T
A
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
は
一
年
を
通
じ
て
色
々
な
行
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
行
事
を
先
生
方
や
地
域
の
み

な
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
一
緒
に
取
り
組
ん
で
得
た
達
成
感
を

思
い
出
と
し
て
心
に
刻
ん
で
い
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

相馬　勝男 さん
（長者原）

　
雨
の
日
も
、

暑
い
日
も
、
吹

雪
の
日
も
、
高

台
の
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
歩
い

た
３
㎞
の
道
の

り
。
友
達
と
話
し
た
り
ふ
ざ
け
合
っ
た
り
、

楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　
先
日
行
わ
れ
た
、
最
後
の
文
化
祭
で
の

「
思
い
出
の
写
真
コ
ー
ナ
ー
」
。
地
元
に
残

っ
た
仲
間
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
６
年
生
の
時
に
で
き
た
現
在
の
体

育
館
。
20
年
経
ち
、
我
が
子
と
一
緒
に
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
で
き
る
喜
び
も
あ
と
数
ヵ
月
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
私
の
父
の
世

代
は
赤
松
小
学

校
で
し
た
が
、

私
た
ち
の
世
代

か
ら
富
長
小
学

校
に
通
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
入
学
し
て
初
め
て
の
あ
ゆ
っ

こ
班
で
の
三
角
点
登
山
、
上
級
生
に
た
く
さ

ん
面
倒
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
山
頂
に
登
り

ま
し
た
。
６
年
生
で
の
伝
統
の
若
鮎
太
鼓
。
練

習
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
場
で
発

表
で
き
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
辛
か
っ
た
こ
と
も
、

す
べ
て
が
い
つ
ま
で
も
消
え
る
こ
と
の
な
い

思
い
出
で
す
。
今
ま
で
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Interview
  

〜
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

富長小学校
での思い出
富長小学校
での思い出
全校児童60名に富長小学校の
思い出を聞きました。

　
【
取
材
を
終
え
て
】

　
富
長
小
学
校
相
撲
甚
句
の
一
節
。

　
　心

　豊
か
に
育
て
よ
と

　
　親
の
願
い
を

　背
負
っ
て
か

　
　子
ど
も
の
行
く
末
願
い
つ
つ

　
　歴
史
を
継
げ
よ
と

　
　ヨ
ォ
ー
ホ
ホ
ェ

　ハ
ァ
ー
ハ
ー

　
　子
ど
も
ら
に
よ

　
　ハ
ァ
〜 

ド
ス
コ
イ 

ド
ス
コ
イ

　
そ
し
て
、
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
相

撲
大
会
で
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。
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舟形町
総合文化展

小学校絵画展

芸術の芸術の
　11月３日、町中央公民館を会場に約250名が参加して、舟形町芸能フェ
スティバルが開催されました。披露された踊り、歌、詩吟、三味線などに、
観客から大きな拍手が送られました。

　11月８日～14日の７日間、町中央公民館を会場に舟形町総合文化展
が開催され、手芸品、絵画、俳句など計336点が展示されました。会場
にはたくさんの方が訪れ、渾身の作品に見入っていました。

　総合文化祭に合わせて、「読書感想画」と「閉校に寄せる想い」の２つのテーマで描かれた
小学生の絵258点も展示されました。結果は次のとおりです。

○山形岳風会舟形支部

　（代表　井上壽士）

　独吟、嗚呼硫黄島

○猿羽根太鼓保存会

　（代表　奥山知雄）

　縄文女神

○三山正満会

　（代表　曽根田満）

　二上りメドレー、津軽あいや節

○ダンスフレンドリー

　（代表　阿部　勝）

　ルンバ、チャチャチャ、ワルツ

○友扇会

　（代表　髙橋壽子）

　二人の舟唄、のぼり坂

○舟形町千川会

　（代表　髙橋松子）

　こころ泰平、夜桜、忠治侠客旅

○舟形町民舞会

　（代表　櫻井光代）

　女のひとりごと、人生勝負

○芙蓉流日舞舟形教室

　（代表　芙蓉遥由紀）

　一陣の風、城

○踊り泉会

　（代表　木島　江）

　寿松竹梅、望郷じょんから、祝い酒

　関東一本〆、いっぽんどっこの唄、

　つや姫音頭、紅花摘み唄、

　山形タント節、南部俵積み唄

○舟形ヨサコイ「紅」

　（代表　中鉢裕美子）

　よっちょれ、ヨッシャ来い、

　知恵っ子よされ、花笠

○吾妻栄憲会

　（代表　加藤憲彦）

　山形木挽唄、長者の山、新庄節

　俵つみ唄、米ぶし、村山馬喰節

○最北歌謡振興会

　（代表　溝口好　）

　箱根峠、舟形の女、正調舟形鮎の里、

　雪の渡り鳥、津軽りんご節

～出演された団体～

（押し花）斎藤和子

（絵　画）佐藤　勉

（写　真）矢野　男　髙階フユ子

　　　　　森　昭彦　鈴木谷五郎

（編み物）大場正江

（つるしかざり）井上昌子

（パッチワーク）髙橋幸子

　　　　　　　　畠山　美

　　　　　　　　八鍬真貴子

　　　　　　　　佐藤順子

（銅板鍛金）長澤正弘

（書　道）村上翠帝　渡辺千代恵　　　

（手　芸）本町婦人部　渡辺直美

　　　　　後藤信子　芳賀トキ子

　　　　　工藤とめよ

（俳　句）朝舟形俳句会

　　　　　未来図の会、木瓜の花の会

（その他）光生園、遊楽館、

　　　　　ほほえみ保育園、習字教室

　　　　　舟形児童館、子育て支援センター

【最優秀賞】
１・２年　渡邊夢月　長沢小２年「５つごモンスターがやってきた」

３・４年　井上絢翔　富長小４年「うちゅうへのひみつのかぎ」

５・６年　斎藤颯斗　長沢小５年「デルトラクエストⅡ影の王国」

【優秀賞】
伊藤　瑛翔　堀内小１年「ソリちゃんのチュソク」

大場陽南斗　長沢小２年「ぼくがきょうりゅうだったとき」

阿部　海羽　富長小３年「海の本」
進藤　美空　富長小４年「みんなの学校」

津田　　葵　舟形小５年「銀河鉄道の夜」

内和　大成　富長小６年「６年間通った自まんの校舎」

～出展された方々～

第24回舟形町
芸能フェスティバル
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平成24年度自治功労表彰式

表
彰
の
部

感
謝
状
の
部

　
11
月
1
日
、
今
年
度
の
舟
形
町
自

治
功
労
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
地
方
自
治
の
振
興
、

産
業
・
経
済
の
発
展
、
学
術
・
文
化

振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団

体
を
対
象
に
授
与
さ
れ
る
、
町
で
最

も
名
誉
あ
る
表
彰
で
す
。

　
今
回
は
町
内
会
長
や
寄
付
行
為
に

よ
る
功
績
の
あ
っ
た
方
な
ど
、
10
名

の
方
と
１
団
体
が
栄
え
あ
る
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

舟
形
町
町
民
憲
章 

（
昭
和
５９
年
１０
月
１
日
制
定
）

　
わ
た
く
し
た
ち
は
由
緒
あ
る
猿
羽
根
山
、
清
流

小
国
川
、
悠
々
た
る
最
上
川
の
ほ
と
り
に
住
ま
い

す
る
舟
形
の
町
民
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
わ
た
く
し
た
ち
は
、

健
康
で
心
豊
か
な
伸
び
ゆ
く
町
を
め
ざ
し
て
こ
の

憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
　
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し

　
　
　
　
水
と
緑
の
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
　
心
と
体
を
鍛
え

　
　
　
　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
　
仕
事
に
は
げ
み

　
　
　
　
活
気
あ
る
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
　
教
養
を
高
め

　
　
　
　
文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
　
き
ま
り
を
守
り

　
　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
う
町
を
つ
く
り
ま
す

佐
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内
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７
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（
長
　
　
尾
）

　
　
統
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調
査
員
　
満
15
年
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（
東
京
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付
行
為
（
教
育
振
興
）

原
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舟
形
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４
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付
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為
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教
育
振
興
）

豊
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長
者
原
）

　
　
副
町
長
　
満
４
年

小

　野

　幹

　雄
（
洲
　
　
崎
）

　
　
町
内
会
長
　
満
６
年

板

　垣

　光

　昭
（
新
　
　
堀
）

　
　
衛
生
組
合
長
　
勤
続
満
12
年

八

　鍬

　憲

　昭
（
紫
　
　
山
）

　
　
納
税
組
合
長
　
勤
続
満
10
年

斉

　藤

　洋

　一
（
舟
形
第
３
）

　
　
統
計
調
査
員
　
勤
続
満
10
年

大

　場

　
　
　俊
（
長
沢
第
３
）

　
　
地
域
貢
献 

地
域
の
美
化
活
動

沖
の
原
町
内
会
（
沖
の
原
）

　
　
地
域
貢
献 

地
域
の
美
化
活
動

▼問い合わせ／舟形町総務課総務班
　　　　　　　☎（32）2111（内線231）

【未満児保育】
　生後６ヵ月からのお子さんの保育
【障がい児保育】
　心身に障がいをお持ちのお子さんの保育
【一時保育】
　家庭の都合により、一時的に保育が困難となった場
　合に一時保育を実施します。子ども１人が１ヵ月に
　利用できる日数は10日間です。

【舟形町子育て支援センターみらい】
　ほほえみ保育園内に、子育てを応援する支援セン
　ターを設置しています。０歳から保育園入園前の
　子どもとその保護者の方と一緒に、育児について
　考えます。保護者同士の情報交換の場としても活
　用してください。また、園児との交流ができるこ
　とも大きなメリットです。
［利用時間］月～金曜日
　午前９時30分～11時30分、午後３時～４時30分

ほほえみ保育園では入園前の子どもを
支援しています!!
ほほえみ保育園では入園前の子どもを
支援しています!!

区　分 階層
1
2
3
4
5
6
7

生活保護世帯
町民税非課税世帯
町民税課税世帯
４万円未満
４万円以上１０万円未満
１０万円以上３０万円未満
３０万円以上

０円
4,000円
13,600円
23,200円
25,200円
29,200円
31,200円

父母の所得税額等 ３歳未満児 ３歳以上児

所 得 税
非 課 税

所得税額

０円
5,600円
16,000円
25,600円
34,000円
48,000円
52,000円

舟形ほほえみ保育園舟形ほほえみ保育園

　○３人以上の子どもが同時に入所している場合…３人目からは無料。
　○２～４階層の世帯の子どもの場合…全ての子どもを９／10に。
　　また、２人同時入所の場合は下の子どもを１／ ３に。
▼延長保育／勤務時間などの理由で時間外保育が必要な場合
　午前７時～８時30分／日額100円（月額上限1,500円）
　午後４時30分～７時／日額100円（月額上限2,000円）
　※ただし、通常保育時間の前後30分間は無料です。
▼申込み書／舟形ほほえみ保育園・健康福祉課福祉国保班
▼〆切／12月19日（水）
▼申込み・問い合わせ／舟形町健康福祉課福祉国保班　☎（32）２１１１（内線341）

〜ほほえみ保育園の目指す子ども像〜
・自分のことは自分でできる子ども
・約束を守る子ども
・楽しく食事をし、何でも食べる丈夫な子ども
・みんなと仲良く遊び、思いやりのある子ども

〜ほほえみ保育園の目指す子ども像〜
・自分のことは自分でできる子ども
・約束を守る子ども
・楽しく食事をし、何でも食べる丈夫な子ども
・みんなと仲良く遊び、思いやりのある子ども

　平成25年４月から舟形ほほえみ保育園に新たに入園を希望される方は、
申込みください。なお、現在入園されている園児で、引き続き入園希望の
方は、申込みの必要はありません。
▼対象／保護者が仕事や病気などのため、家庭で保育できないと認められる、
　　　　生後６カ月から就学前までの子どもの保育を行います。
▼定員／170名（ただし、０～２歳児は若干名）
▼保育時間／午前８時30分～午後４時30分（日・祝祭日を除く）
▼保育料／通常保育料（月額）は次のとおり。

300㎖

広告

今年も

予約・販売 ☎（32）2018万世商店販売開始
１２月下旬
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ずいほうしょうじゅしょう
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舟
形
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は
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開
設
し
て
い
ま
す
。

中
で
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新
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な
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満
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形
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わ だ い ①

わ だ い ②わ だ い ④

わ だ い ⑤ わ だ い ③

　11月2日、新しくなった町営バスが運行を開

始しました。また、あゆ3号が沖の原・紫山から

舟形駅を経由することになりました。町内一律

200円、みなさんバスを利用しましょう。

　伊藤佐久治さん（長沢第３）が長沢地区に伝わ

る昔話の本を作製し、長沢小の児童全員にプレゼ

ントしました。小学校の閉校にあたり、学校への

感謝の気持ちが込められた贈り物となりました。

　10月29日、在宅介護者交流会が開催されまし

た。松林寺（最上町）住職の講演を聞いたり、日

ごろの介護での体験談や悩みなどを話したりして、

親睦を図りました。

　11月３日、モンテディオふれあいフィールド

が舟形小学校ピロティで開催され、ほほえみ保

育園の園児と保護者がモンテディオ山形の選手

とサッカーを通して交流しました。

　11月３～４日、秋田‐岩手間を駆け抜ける第

52回奥羽横断駅伝競走大会が開催。山形県選抜

の山口大陽さん（舟形町教育委員会）が初日の６

区を激走し、連覇に貢献しました。

　11月６日、山形新聞舟形専売所（所長 鈴木高規

さん）が、最上地区親交会のチャリティオーク

ションの収益金49,200円を舟形町社会福祉協議

会に寄付しました。

　10月28日、舟形町観光ボランティアガイ

ド協会（会長  石川孝夫さん）が郡山市太田西

ノ内病院「史跡クラブ」の方に、西ノ前遺跡

跡地や羽州街道などのガイドを行いました。

　11月2日、第３回中学生議会が開催されま

した。３年生52名のうち10名が議員として

出席。観光PRや廃校施設の利用などについて

の一般質問を行いました。

　11月13日、仙台市立五橋中学校の収穫感

謝祭に米や旬の野菜を届けました。民泊受入

家庭のみなさんら約35名のほかに、五橋中の

保護者の方ら約310名が参加しました。

　11月9日、第8回ふながた家族新聞コンクールの

表彰式が行われました。家族の絆を深め、考える

力と表現力を身に付けてもらおうと、町教育委員

会と山形新聞社、山形新聞舟形専売所（所長 鈴木

高規さん）が開催。テーマは「家族」「夢」「自然」

「福祉」で170点の応募がありました。　

　１１月６日、平成２４年「秋の褒章」の県知事伝

達式が行われ、伊藤彰彦さん（舟形第４）が瑞

宝小綬章を受章されました。

　伊藤さんは、３６年間山形県の職員として県総務

部次長、県人事委員会事務局長、県東京事務所

長などを歴任されました。その後、最上広域市

町村圏事務組合の事務局長を４年間務めるなど、

地元地方自治への功労が認められての受章とな

りました。

　長沢子ども遊々塾（会長 富樫市男さん）が、

山形県教育委員会「ふるさと塾活動賞」を受賞し

ました。長年にわたる地域文化伝承への取り組み

と、子どもたちのふるさとに対する誇りの育成や、

地域コミュニティ活性化に貢献したことが評価さ

れたものです。

　会長の富樫さんは「今回の受賞を励みに、これ

からも子どもたちに長沢の文化を伝承していきた

い。」と笑顔で話してくれました。

　11月12日、三光堰の整備に着手した堀卯三郎氏

の偉業を讃え、沖の原公民館前に胸像が建立され、

除幕式が行われました。

　堀卯三郎氏は当時、沖の原、長者原、福寿野地区

の開田事業を引き継ぎ、三光合資会社（現在の舟形

町土地改良区三光堰維持管理組合）を立ち上げて事

業を推進し、昭和３０年に完成させました。

　その功績を後世に末永く語り継ぐため、ご家族か

らの寄託により胸像建立実行委員会が建立しました。

　１１月１３日、宮城県大郷町と舟形町が「災害時相

互援助に関する協定」を結び、その調印式が大郷

町役場で行われました。この協定は、災害が発生

した際にお互いに協力していくことを約束するも

のです。援助の内容は食料や日用品などの提供、

職員の派遣やボランティアのあっせん、被災者の

受け入れなどで、費用は被災した町が負担します。

　今後は、観光面などでも相互交流を深めていき

ます。

【3・4年の部】優秀賞　八鍬 佑月（舟形小３年）　木島 優希（堀内小３年）　八鍬 純也（長沢小４年）　
【5・6年の部】優秀賞　豊岡 楓華（富長小５年）　齋藤 優羽（舟形小６年）　内和 大成（富長小６年）

まちのわだい

家族新聞コンクール

伊藤彰彦さんに瑞宝小綬章

ふるさと塾活動賞受賞

堀卯三郎氏胸像除幕式

災害時協定締結
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あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、
提言・意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介してます。
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町
中
央
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図
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室
）　しろくんとパンのみみくんはいつ

もいっしょ。でもある日、はなれば
なれに。残されたパンのみみくんの
運命は？ 著者は舟形観光情報館勤務
の神山佳奈枝さん。

　なかよしのブタくんとウサギちゃん
がケンカ。ブタくんはウサギちゃんに
「しんじゃえばいいんだー」と言って
しまいました。そして、なんにちかた
ってウサギちゃんは本当にしんでしま
い…。
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忘れずに納税しましょう。

12月25日（火）まで

み
ち

つ
ま

と

の
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ね

短
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文
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ば

11
月
２
日
か
ら
町
営
バ
ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

12月の納期

タバコは町内で買いましょう。
９月のタバコ税は1,263,024円

１２月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、11日㈫・12日㈬・13日㈭

◆町県民税

◆固定資産税

と

　き

・
・
・

▼資格／
　・原則として町内に住所があり、通勤できる方
　・心身ともに健全で、登録資格の要件を満たす方
▼申請手続き／
　・平成25年度舟形町臨時職員登録申請書（総務課にあります）
　・履歴書（Ａ３版、写真貼付）
　・資格を必要とする職種は資格免許の写し
▼受付期間／
　・平成24年12月３日（月）～12月28日（金）
▼登録有効期間／
　・平成25年４月１日より１年間
▼勤務条件／
　・「舟形町日々雇用職員取扱規程」などによる
▼その他／
　・採用期間中はアルバイトはできません 
　・原則、年金受給者でない方 
▼申込み・問い合わせ／
　舟形町総務課総務班
　　☎（３２）２１１１（内線233）

○資格
　・原則として町内に住所があり、
　　通勤できる方
　・心身ともに健全で、登録資格の
　　要件を満たす方
○申請手続き
　・日直、夜警員登録申請書
　　（総務課にあります）
○受付期間
　・平成24年12月３日（月）～
　　　　　　　　   12月28日（金）
○登録有効期間
　・平成25年４月１日より１年間
○申込み・問い合わせ
　舟形町総務課総務班
　☎（３２）２１１１（内線233）

平成２５年度 舟形町臨時職員を募集します

平成２５年度　公共施設等の日直・夜警員を募集します

施設及び職種

※日直は第3日曜日が休み（役場及びＢ＆Ｇ海洋センターを除く）。
※夜警員は毎週日曜日が休み。また、予約状況により終了時間の変更あり。

勤 務 時 間 金額(日額) 年齢要件

(平成25年
4月1日現在)

  69歳以下

日　直

日　直

夜警員

日　直

夜警員

日　直

夜警員

日　直

夜警員

6,100円

5,400円

時給700円

5,400円

時給700円

5,400円

時給700円

5,400円

時給700円

午前８時30分～午後５時15分

午前８時30分～午後５時15分

午後５時～午後９時

午前８時30分～午後５時15分

午後５時～午後９時

午前８時30分～午後５時15分

午後５時～午後９時

午前８時30分～午後５時15分

午後５時～午後９時

舟形町役場

中央公民館

堀内出張所

生 涯学習
センター

Ｂ＆Ｇ海洋
センター

舟形小学校
堀内小学校
富長小学校
長沢小学校

舟形町役場：（10月25日測定）
ヨウ素、セシウム…不検出

0.06
0.05
0.04
0.05

0.06
0.05
0.04
0.05

○空間放射線量測定結果

○水道水に含まれる放射性物質測定結果

（10月10日、24日測定）

測定場所 測定値（μsv/h）
1m0.5m

職　　　　種

一 般 事 務 職 員
保　　　育　　　士
保　　　健　　　師
栄　　　養　　　士
教 育 支 援 員
調　　　理　　　師
保 育 補 助
スクールバス運転手
業　　　務　　　員

55歳以下
59歳以下
65歳以下
59歳以下
59歳以下
59歳以下
59歳以下
59歳以下
59歳以下

日額　 6,100円
月額 149,800円
別途協議
別途協議
別途協議

日額　 6,100円
日額　 6,100円
月額 150,000円
日額　 6,100円

高校卒業以上

資格を有する方

高校卒業以上
大型免許を有する方

-

登録資格要件 年 齢 要 件
（平成25年４月１日現在）

経験年数１年目
の基準額

有

無
有

社会保険等
加入の有無



男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,976人

：3,113人

：6,089人

：1,917世帯

（－２）

（－３）

（－５）

（＋１）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,452人
女性　2,655人 計5,107人

(９/２現在）

10
31

◆性格は？………………………

◆現在のあなたは？……………

◆趣味は？………………………

◆夢は？…………………………

◆異性のタイプは？……………

◆舟形町の良いところは？……

◆どんな町になって欲しい？…

◆成人式を終えて………………

口数少なく内気

(株)でん六勤務

バイクに乗ること

いつか家族でツーリングすること

明るくて笑顔が素敵な方

自然に囲まれていて素晴らしい温泉があること

子どもたちの笑い声が絶えない町に

まだまだ未熟者ですが、将来家庭を守れる

人間になりたい

近藤 大志 さん（西 堀） camera 
 angle

camera 
 angle

成人式を迎えました成人式を迎えました！

№７

こんどう だいし

10月２日～11月１日届出分

○掲載を希望される方は、届け出の

　際に申し出てください。

長　　尾

内　　山

長沢第１

長沢第３

舟形第２

富田第２

太　　折

えんじゅ

えんじゅ

82（本　人）

88（順　一）

101（清　一）

91（一　春）

1（道　雄）

87（明　夫）

52（　隆　）

95（本　人）

97（本　人）

伊藤　　満

伊藤イセノ

石川　ツ子

齊藤　　寛

沼沢知華子

加藤　冨子

佐藤　洋子

森　トヨノ

叶内　タケ

◆□おくやみ申し上げます（世帯主）

舟形第４ 佐藤　帆希（　 　）孝　彦
智　美

ほまれ

紫 　 山 八鍬　奈菜（　 　）梓
真奈美

な　な

西 　 堀 安食　遥音（　 　）朝　博
志　保

はると

□お誕生おめでとう◆

緑のふるさと協力隊

井村君がいく
緑のふるさと協力隊

井村君がいく

まちづくり課　No.331 12
月
８
日
㈯
は
、
ほ
ほ
え
み
保
育
園
発
表
会
で
す
。

～地域おこし協力隊員のつぶやき～～地域おこし協力隊員のつぶやき～
　地域おこし協力隊の飯田雅子と小林信之です。この

コーナーでは、私たちが舟形町の魅力を発見し、地域

のみなさんにお伝えしていきます。
～Vol.８～

今月のまちゃ隊員

ふ な

凧づくり

いろりを囲んで

こ い

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしのこと、想いを綴った日記（ブログ）を
インターネットで公開しています。ご意見・応援のメッセージなどをお寄せください。

●飯田雅子ブログ『Earth Dayな日々』http://www.treep.jp/blog/earthday/
★小林信之ブログ『アユオの活動物語』http://funagataayuo.blog.fc2.com/

今月のこばやし隊員

舟恋舟恋
　「緑のふるさと協力隊」の井村亮太です。

　舟形町内の地域活動や農作業のお手伝いをしています。

今月の活動（10月16日～11月15日）
○新庄もがみ農協ライスセンターでの米運び
○地域の方と出羽三山へ！
○県内の自然環境保護団体との交流
○そば刈りと脱穀などを伝統農法で体験！
○山形大学エリアキャンパスで炭焼き

～芸能フェスティバルにおじゃましました～
　11月３日に行われた舟形町芸能フェスティ
バル。会場は、発表者とお客さんが一体とな
って楽しい雰囲気に包まれました。舟形の方
たちはとっても温かいなぁと改めて感じまし
た。私も「つや姫音頭」を踊りました。教え
てくださった先生や周りの踊り手さん、お客
さん、すべての人に「ありがとう」を言いた
いです。 芸能フェスティバルで踊りを披露

山形大学のみなさんと炭焼き

　10月20日～21日、都市農村
交流ツアーを開催。町のみなさん
にも参加いただいての芋煮交流や
㈱大場惣吉商店の見学を楽しんで
もらいました。また、すずらん食
堂、さばね山そばにも行きました。
「地元の方たちと交流ができて良
かった。他の季節にも来てみた
い。」と好評でした。

　長沢親和会のみなさんが、
長沢小学校の児童のために凧
づくりをしています。簡単そ
うに作っている様子を見て、
自分にもできると思ったので
すが、竹を真直ぐ切ることが
できません…。「見る」のと
「する」のとでは大違い。弟
子入りさせてもらえるように、
頑張りたいと思います！

｜広報ふながた 24.1115 広報ふながた 24.11｜14

【歩行者・自転車利用のみなさんへ】
　・道路を横断するときは、「いつでも、どこでも安全確認」をし、手や旗等で「横断する意思の表示」をしましょう。

　・夕暮れ時の外出時には、「見られて安全」明るい服装でピカピカ光る夜光反射材を身につけましょう。

　・自転車は、夕暮れ時には、早目にライトを点灯しましょう。

【運転者のみなさんへ】
　・夕暮れ時には早目に点灯し、前照灯のこまめな切り替えで、ハイビーム(前照灯の上向き)を活用しましょう。

　・横断歩道の手前では減速して横断歩行者に備え、横断者がいるときは、一時停止し横断させましょう。

交通事故発生状況 【平成24年９月末現在】

山 形 県 内
最 上 管 内
新 庄 市
金 山 町
最 上 町
舟 形 町
真 室 川 町
大 蔵 村
鮭 川 村
戸 沢 村

5 , 0 9 7
2 5 8
1 4 9
1 2
2 4
1 5
1 3
5
2 0
2 0

区　　分 発生件数
△233
△46
△50

2
△5
△6
5
4
6

△2

増　 減 負傷者数 増　 減
26
4
1
0
1
0
1
0
0
1

死 者 数
△15

2
0

△1
1
0
1
0
0
1

6 , 3 1 0
3 2 7
1 8 3
1 9
3 3
1 8
1 3
6
2 6
2 9

△317
△56
△58

7
△2
△15
△1
5
9

△1

増　 減

12月１日㈯～12月10日㈪まで

年末の交通安全県民運動が
始まります！
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広報ふながた 24.11｜16

　郵便ハガキに、○に入る答えと住所・氏名・電話番号を
明記してご応募ください。【〆切：12/14必着】
▼応募先／〒999－4601　舟形町舟形263
　舟形町役場　広報ふながたクイズ係
　メールからの応募もできます。
▼アドレス／info@town.funagata.yamagata.jp
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

★
広
報
ふ
な
が
た
ク
イ
ズ
！

「
１
名
様
に
若
あ
ゆ
温
泉
入
浴
券

　
　
　
（
２
回
分
）」プ
レ
ゼ
ン
ト

富田小学校と長者原小学校が統合

先月の答え…ミズバショウ 

「昭和○○年○月」

　「
地
震
発
生
。
地
震
発
生
。
世
帯
員
の
安
全
と
火
の
元
、
戸
締
り

を
確
認
し
て
、
指
定
の
避
難
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
」

　11
月
３
日
、
震
度
６
強
の
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

災
害
時
避
難
安
否
確
認
訓
練
を
福
寿
野
町
内
会
（
会
長 

平
賀
常
雄

さ
ん
）
が
開
催
し
、
約
120
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で
は
、

災
害
時
の
「
初
動
体
制
」
と
「
安
否
確
認
」
に
重
点
を
置
い
た
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

　地
震
な
ど
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
こ
と
、

　『
も
し
、
こ
の
地
区
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

　
　自
分
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？
』

　『
訓
練
し
て
お
い
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
』

そ
ん
な
〝
声
〞
か
ら
、
話
し
合
い
を
何
度
も
重
ね
、
こ
の
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　「
安
否
確
認
は
名
簿
を
活
用
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し

た
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
み
ん
な
で
備
え
た
い
。
そ

れ
が
、
福
寿
野
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
」
と
参
加
者
の
一
人
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　今
後
、
福
寿
野
町
内
会
は
自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
予
定
で
す
。

災
害
時
に
〝
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
の
か
〞

さ
ら
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
寿
野
町
内
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
舟
形
町
富
田
地
区
の
小
国
川
河
川
敷

で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ケ
漁
。
小
国
川
漁

業
協
同
組
合
で
は
、
サ
ケ
を
人
工
ふ
化

し
、
小
国
川
に
放
流
す
る
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

舟形若あゆ温泉
協賛

P
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編
集
・
発
行
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舟
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町
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づ
く
り
課

〒
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4601   山
形
県
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
263

tel.0233(32)2111  fax.0233(32)2117
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
  kikakupr@
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n.funagata.yam

agata.jp
http://w

w
w
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空欄に文字を入れてください

自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
の
か

　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
福
寿
野
町
内
会
〜

シリーズ　地域のちから その●75

無洗米による炊き出し訓練

応急手当訓練


